
 震災では津波により多くの海岸堤防が甚大な被害を受けたほか、津

波が河川を遡上し、河川堤防を越えて住宅や田畑に浸水被害をもたら

しました。 

 こうした状況を踏まえ、相双建設事務所及び富岡土木事務所では海

岸に接続する河川について、被災した箇所の復旧に合わせ、津波の遡

上に対応する堤防のかさ上げ整備を進めております。 

 海岸堤防は震災前から1.0～2.5ｍかさ上げする工事を進めており、

河川堤防についてもこれを起点として、上流に向かってかさ上げする

範囲と高さを決定しております。 

 これにより、津波に対して粘り強い構造とした海岸堤防とかさ上げ

した河川堤防が一体となって、水害から地域の生活を守る安全で安心

な環境を確保してまいります。 
※代表的なものとして、新地町～南相馬市内の河川堤防の概ねの計画整備延長は

下表のとおりです。 

 

（今回は、H25.8月に紹介した「河川堤防整備 

 等の住民説明会状況」に続き、現在進めてい 

 る工事の内容をお伝えするものです。） 

完了
40%

実施中
35%

未着手
25%

着手済
75%

濁川の堤防整備状況（H26．8月末） 

砂子田川の堤防整備状況（H26.8月末） 

◆海岸に接続する河川堤防をかさ上げしています。 

（この便りは、相双建設事務所と富岡土木事務所が取り組む復旧・復興事業の進捗状況などをお伝えするものです。）
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◇県道原町川俣線 

 八木沢トンネルの掘削状況 
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◆ そ の 他 の 情 報 

（319箇所） 

（106箇所） 

（148箇所） 

（171箇所） 

◇震災等の災害復旧工事の進捗（H26.8月末） 

※対象は相双建設、富岡土木が管理する道路、河川、海岸等であり、放射線量が高く 

 査定が未実施の避難指示区域の一部は含まず。率は事業箇所数で算出した割合。 

H26.9.18現在、全長2,345ｍのうち 

南相馬市側から２８５ｍ地点を掘削中。 

○次回は、「広野町内の復興事業（道路、防災緑地等）」をお伝えする予定です。 
（事業の進捗状況等により変更する場合があります） 

海岸に接続する河川堤防の整備イメージ 

河川堤防のかさ上げ 

海岸堤防 
海岸堤防 

市町 河川名 整備延長

埓川 約１．６ｋｍ

三滝川 約１．５ｋｍ

砂子田川 約１．５ｋｍ

濁川 約１．３ｋｍ

地蔵川 約１．９ｋｍ

小泉川 約１．０ｋｍ

宇多川 約１．５ｋｍ

梅川 約２．４ｋｍ

日下石川 約１．６ｋｍ

真野川 約３．７ｋｍ

新田川 約２．２ｋｍ

太田川 約２．２ｋｍ

鶴江川 約２．９ｋｍ

小高川 約３．８ｋｍ

新地町

相馬市

海岸に接続する河川堤防のかさ上げ
（新地町～南相馬市）

南相馬市

工事監督員の声［三滝川］ 
（岡主任主査：岡山県からの応援職員） 

 河川、海岸堤防の早期完成によって事

業の効果を発現し一日も早く地域住民の

安全・安心を確保するため、隣接工事、

関係機関、住民の方々と調整を図り、復

興・復旧に向けて取り組んでまいります。 


